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2. 組織体制  
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3. 持続可能性の主要テーマ 

 

  



 

3.1 気候変動 
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3.2 資源管理 
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食品ロス 管理(8工程) 

材料   

1.メニュ プ  ニ  ・ 

プリコスティ   

 

2.来客・出数予測 

 

3.発注 

 

4.食材  量把握 

 

5.検収・ 管 

調理 

6.調理 

 膳・喫食 

7.  ビス・喫食 

 測 

8.結果 把握 検討 

選手・大会関係者の   よ 食べき  

周知 

情報を活用したコントロール  膳の工夫 よ 食品ロスを 小化 

時間帯 調理数 

コ  ロ   

   

情報 

8日間    メニュ 調理  数 反映 

オリ  ッ →パ リ  ッ   反映 

オリ  ッ →パ リ  ッ  食材活  

ダ ニ  -食材庫- プ  ヤ  

連動  発注システ   管理 

  食材  

   限 共通化 

 膳コ ナ  厨房  システ 連動 

コ ナ 責任者 調理数コ  ロ   

 面方式 よ 小ポ ショ 単位  

適量   ブ(最適カロリ ) 

適度 皿  ズ   過ぎ防止 

⇒食べ残 抑制 

カッ 食材 活   厨房   

食品ロス・   削減 

厨房 処   食品  量記録・ 

 管  次回 調理数 調  

    数 

バス 行 

  等 

厨房での処分を 

定量化 

調理数調整 

食べ残し削減啓発 

小ポーションで 

サーブ 

皿サイズ縮小 

調理オーダリング

システムでの調節 

カット食材の活用 

食材発注量  

在庫の適正化 

食材アイテム 

数 小化 

メニュー毎の 

人気把握  

数量反映 

大会情報  

連動した 

調理計画 

ポスタ 等 食べき 啓発 

鶏肉 蒸 鶏 

 ら揚げ 

チキ ソテ  



 



 



 

  

調達 品    ・  利 率 算  

   ・  利 され 調達 品 重量 

調達 品 重量 

※ 品調達時 重量ベ ス 算    

※レ タ ・リ ス     含   



 

  



 

 

                                     都内自治体あっせ 実績                 [単位：点] 

 品名 
譲渡数量 

（概数） 

什器・家電製品 6   

電子機器（パソコ  プリ タ  防犯カメ 等）  ,9   

そ 他   品  ,1   

合  5,6   

 

 

  



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 



 

プ スチッ  
マテリア  

リ       
プ スチッ 原料 

   種類 

弁当容器 

(プ スチッ ) 
リ       プ スチッ 原料 

紙容器類 難  紙リ         レッ ペ パ  

段ボ   

新聞・パ フレッ ・OA紙 
古紙リ       紙製品 

食品廃棄  

(不 食部 含む) 

飼料化・バ オ ス化 

   
飼料・バ オ ス 

ビ  リ         ス原料 

金属・プ スチッ 等 

混合廃棄  
リ       金属原料等 

缶 鉄鋼原料・ア ミ原料 リ       

ペッ ボ   

リ       

(ペッ ボ  to ペッ ボ  ) 

リ       

ペッ ボ   

プ スチッ 原料 

  利 方法 
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脱水・乾燥 

メタ 発酵 バ オ ス 

飼料 
養鶏・養豚   

 合飼料原料 

都市 ス 



 



 



 

 

 



 

 



 

 

 

  



 

 

 

 

 

3.3 大気・水・緑・生物多様性等 

  

自然共生都市の実現 



 

  



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 



 

 

 

 

 

 

3.4 人権・労働、公正な事業慣行等 

 

  

 

 

多様性の祝祭 

 ～ 誰も 主役の開かれた大会 
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3.5 参加・ 働、情報発信 エンゲージメント  
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         きっ    多           重   気づき 新  行動

 起  きっ        目指          コ セプ  Be better, 

together／よ 良 未来へ      う    う統一 メッセ   下 広 概念 

あ             伝え             

   1 年７月１日 ら９月５日   間 メディア関係者             

関  情報 発信     メ  プレスセ タ          フォメ ショ 

ブ ス  開      ブ ス         紹介  パ   加え   メダ

  材料  っ 携帯電話  解標本  水素 燃料     聖火リレ   チ 多

        術役  ユニフォ  等 展示      

メディア関係者 ほ  ボ  ティア コ    タ    合  1,189 名 来訪

  パ   展示  熱心 閲覧  姿 目立ち    本ブ ス 通じ  国内外 

多                   伝え 関心  っ  らう機  提供  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

(3) 文化プログラム おけ 共生社会の発信 

 



 



 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

3.6 持続可能性   した調達 
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3.7 会 整備 
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4. 付録 

 

 

 

 

  



 

本報告書 含む         一連      報告書（ 捗状況報告書    報告書   後報告書）   ロ

 バ ・レポ ティ  ・ ニシャティブ・スタ ダ  （GRI スタ ダ  ） 中核（Core）オプショ   拠  

  され     

以下 表    拠   スタ ダ  並び 中核オプショ  情報開示 項及びマテリア   項  本報告書 含

む     報告書 他 一般 入手   情報源    見出     き            

   関連  情報源           後報告書 同時期 公表され  TOKYO     ア ショ &レ シ レ

ポ               多   調和      ェ ダ 平等報告書  さら  後日公表され        

  公式報告書     資料 利  き    

 

https://tokyo2020.jp/ja/
https://tokyo2020.jp/ja/
https://tokyo2020.jp/ja/
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https://tokyo2020.jp/ja/
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GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

GRI 201：  

経済パフォ マ ス

2016  

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

GRI 202：  

地域経済  存在感 

2016  202-2： 地域コミュニティ ら採   上級管理職

 割合 

該当   （   活動 関連 低  ）  

https://tokyo2020.jp/ja/organising-committee/finance/
https://tokyo2020.jp/ja/games/sustainability/sus-group/
https://tokyo2020.jp/ja/games/sustainability/sus-code/
https://tokyo2020.jp/ja/
https://tokyo2020.jp/ja/
https://tokyo2020.jp/ja/


 

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

GRI 203：  

間接的 経済的  

パ   2016  

 

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

GRI 204：  

調達慣行 2016  

 

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

GRI 205：  

腐敗防止 2016  

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

GRI 206：  

反 争的行為 2016  

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

GRI 301：  

原材料 2016  

 

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  



 

GRI 302：  

      2016  

302-1：   内      消費量 【後報】ペ  21～32 

302-2：   外      消費量 情報 入手困難（      購入せず 把握 き   ） 

302-3：      原単位 【後報】ペ  21～32 

302-4：      消費量 削減 【後報】ペ  21～32 136～137 

【 補】ペ  31～36 

【 報】ペ  34～58 156～178 207～208 

【 報】ペ  35～48 109～121 152 

302-5： 製品及び  ビス        量 削

減 

【後報】ペ  21～32 136～137 

【 補】ペ  31～36 

【 報】ペ  142～155 207～208 

【 報】ペ  97～107 

    電力 

水素 活  

【後報】ペ  21～32 

【 補】ペ  31～36 

環境負荷 少  輸送 【後報】ペ  21～32    【 補】ペ  31～36 

【 報】ペ  48～51 180 【 報】ペ  39～40 123 

水 

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

103-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 56～66 

【 報】ペ  28～32 75～96 142～155 156～178 227～

236 

【 報】ペ  30～33 57～68 97～107 109～121 155～

158 

103-2： マ  メ  手法 そ  素 

103-3： マ  メ  手法 評価 

GRI 303：  

水 2016  

303-1： 水源   水量 該当   （   活動 関連 低  ） 

303-2：  水 よっ 著  影響 受  水源 該当   （   活動 関連 低  ） 

303-3： リ    ・リユ ス  水 【後報】ペ  56～66 151    【 補】ペ  43 

【 報】ペ  226       【 報】ペ  154 

 都市    水循環機  【後報】ペ  60～61     【 補】ペ  43 

【 報】ペ  88 ～ 89   【 報】ペ  62 ～ 64 

  多  ／動  護（アニマ ・ウェ フェア）  

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

103-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 56～66 

【 報】ペ  28～32 75～96 142～155 156～178 227～

236 

【 報】ペ  30～33 57～68 97～107 109～121 154 

155～158 

103-2： マ  メ  手法 そ  素 

103-3： マ  メ  手法 評価 

GRI 304：  

  多   2016  

304-1：  護地域及び 護地域       多 

 価値 高 地域     それら 隣接

地域 所有 賃借 管理     業  

  

【後報】ペ  56～66 

【 補】ペ  42～44 

【 報】ペ  89～94 

【 報】ペ  66 

304-2： 活動 製品   ビス   多   与え

 著    パ   

【後報】ペ  56～66   【 補】ペ  42～44 

【 報】ペ  18～21 34～58 75～96 142～155 156～

178 227～236 

【 報】ペ  22～24 35～48 49～56 57～68 9 ～107 

108～121 155～158 

304-3：  息地  護・復元 【後報】ペ  56～66 150～151  【 補】ペ  42～44 

【 報】ペ  75～96 156～178 227～236 

【 報】ペ  57～68 108～121 154 155～158 

304-4：  業 影響 受  地域  息  IUCN

レッ リス  らび 国内  種リス  

象   種 

【後報】ペ  56～66     【 補】ペ  42～44 

【 報】ペ  227～236   【 報】ペ  155 ～ 158 

 緑化 【後報】ペ  56～66 151  【 補】ペ  42～44 

【 報】ペ  89～96 225～226 

【 報】ペ  65 ～ 67 154 

  多  等     資源消費 【後報】ペ  33～66 150  【 補】ペ  42～44 

【 報】ペ  60 74 142～155 

【 報】ペ  51 54 97～107 

               第二版 ペ  47 

動  護（アニマ ・ウェ フェア） 情報 入手困難（報告 適  情報 集約され     ） 



 

 気へ 排出／気候変動 

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

103-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 21～32 

【 報】ペ  28～32 34～58 

【 報】ペ  30～33 35～48 150 
103-2： マ  メ  手法 そ  素 

103-3： マ  メ  手法 評価 

GRI 305：  

 気へ 排出 2016  

305-1： 直接的 温室効果 ス（GHG）排出量（ス

コ プ1）  

【後報】ペ  21～32 

【 補】ペ  31～36 

【 報】ペ  34～58 207～208 

【 報】ペ  35～48 109～121 150 
305-2： 間接的 温室効果 ス（GHG）排出量（ス

コ プ2）  

305-3： そ 他 間接的 温室効果 ス（GHG）排

出量（ スコ プ3）  

305-4： 温室効果 ス（GHG）排出原単位 

305-5： 温室効果 ス（GHG）排出量 削減 

305-6： オゾ 層破壊 質（ODS） 排出量 該当   （   活動 関連 低  ） 

305-7： 窒素酸化 （NOx） 硫黄酸化 

（SOx） 及びそ 他 重   気排出  

情報 入手困難（ 環境アセスメ   よっ   終了後 入手 

 ） 

 カ ボ オフセッ   

市民 よ CO2削減・吸収活動 

【後報】ペ  21～32 

【 補】ペ  31～36 

【 報】ペ  55～58 

【 報】ペ  44～45 

暑さ   【後報】ペ  57～59 

【 補】ペ  42 

【 報】ペ  57 76～85 

【 報】ペ  47 59～61 

排水及び廃棄  

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

103-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 33～66 

【 報】ペ  28～32 75～96 142～155 156～178 227～

236 

【 報】ペ  30～33 57～68 97～107 109～121 155～

158 

103-2： マ  メ  手法 そ  素 

103-3： マ  メ  手法 評価 

GRI 306：  

排水及び廃棄  

2016  

306-1： 排水 水質及び排出先 【後報】ペ  151 

306-2： 種類 及び処 方法  廃棄  【後報】ペ  33～55 138～139 150 

306-3： 重  漏出 該当   （報告され  案    ） 

306-4： 有害廃棄  輸送 該当   （   活動 関連 低  ） 

306-5： 排水 表面流水 よっ 影響 受  水域 【後報】ペ  33～66 92～98 138～145 151 

【 補】ペ  37～44 60~64 

【 報】ペ  75～96 142～155  156～178 227～236 

【 報】ペ  57～68 109～121 154 155～158 

環境コ プ  ア ス 

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

103-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 33～66 92～104 

【 報】ペ  28～32 34～96 142～155 156～178 227～

236 

【 報】ペ  30～33 35～68 109～121 155～158 

103-2： マ  メ  手法 そ  素 

103-3： マ  メ  手法 評価 

GRI 307：  

環境コ プ  ア 

ス2016  

307-1： 環境法規制 違反 該当   （報告され  案    ） 

 プ  ヤ  環境面 アセスメ   

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

103-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 92～104 

【 報】ペ  28～32 142～155 227～236 

【 報】ペ  30～33 97～107 155～158 
103-2： マ  メ  手法 そ  素 

103-3： マ  メ  手法 評価 

GRI 308：  

 プ  ヤ  環境

面 アセスメ   

2016  

308-1： 環境基  よ 選   新規 プ  ヤ  【後報】ペ  92~104 

【 補】ペ  60～63 

【 報】ペ  142～155 

【 報】ペ  97～107 

308-2：  プ  チェ      マ ナス 環境

  パ   実   措置 



 

雇  

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

103-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 67～79 

【 報】ペ  28～32 97～120 

【 報】ペ  30～33 69～84 
103-2： マ  メ  手法 そ  素 

103-3： マ  メ  手法 評価 

GRI 401：  

雇  2016  

401-1： 従業  新規雇  離職 【後報】ペ  67～79 133～135 

【 補】ペ  45～54 68～69 

【 報】ペ  23～24 205～206 

【 報】ペ  26～27 

401-2： 正社   支給され 非正規社   支給

され  手当 

該当   （   構  特殊  【 報】ペ  23～24（ 職  

構 ） 参照） 

401-3： 育児休暇 【 報】ペ  117～119 

 多   材 確  【後報】ペ  67～79 133～135 

【 補】ペ  45～54 68～69 

【 報】ペ  98～110 117～119 205～206 

【 報】ペ  73～76 82～83 

労働安 衛  

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

103-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 67～79 

【 報】ペ  28～32 97～120 142～155 156～178  206 

【 報】ペ  30～33 69～84 109～121 
103-2： マ  メ  手法 そ  素 

103-3： マ  メ  手法 評価 

GRI 403：  

労働安 衛  2016  

403-1： 正式 労 合同安 衛    へ 労働者

代表 参加 

【後報】-        【 補】- 

【 報】ペ  206   【 報】ペ  149 

403-2： 傷害 種類 業務上傷害・業務上疾病・休

業日数・欠勤及び業務上 死亡者数 

該当   ／報告   （   活動 関連 低  ） 

403-3： 疾病 発症率あ   リス  高 業務 

従     労働者 

該当   （   活動 関連 低  ） 

4 3-4： 労働 合  正式協  含 れ   安 

衛 条項 

【後報】-        【 補】- 

【 報】ペ  206   【 報】ペ  149 

 労働・活動環境へ    【後報】ペ  67～79 

【 補】ペ  45～54 

【 報】ペ  117～1   

【 報】ペ  82～83 

        労働安 衛    【後報】ペ  67～79 

【 補】ペ  45～54 

【 報】ペ  156～178 

【 報】ペ  121 

研修 教育 

GRI 1 3：  

マ  メ  手法 

  16  

1 3-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 67～79 

【 報】ペ   8～3  97～1   1 1～141 

【 報】価ペ  30～33 69～84 
1 3- ： マ  メ  手法 そ  素 

1 3-3： マ  メ  手法 評価 

GRI 4 4：  

研修 教育   16  

4 4-1： 従業 一 あ   年間平均研修時間 情報 入手困難（   特殊  ら未集 ）  

4 4- ： 従業 スキ  上プロ   及び移行支援

プロ    

【後報】ペ  67～79    【 補】ペ  45～54 

【 報】ペ   4 1 3～1 6 1 1～141 

【 報】ペ  27 73～74 89～90 

4 4-3： 業績 キャリア開発 関   期的 レビ

ュ  受    従業  割合 

【後報】ペ  133～134    【 補】ペ  68～69 

【 報】ペ   4   5～  6 【 報】ペ  27 149 

ダ バ シティ 機 均等／ア セシビリティ 文化的課題へ    宗教的   

GRI 1 3：  

マ  メ  手法 

  16  

1 3-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 67～79 

【 報】ペ   8～3  97～1   1 1～141 

【 報】ペ  30～33 69～84 
1 3- ： マ  メ  手法 そ  素 

1 3-3： マ  メ  手法 評価 

GRI 4 5：  

ダ バ シティ 機

 均等   16  

4 5-1：  バナ ス機関及び従業  ダ バ シテ

ィ 

【後報】ペ  67～79   【 補】ペ  29～30 45～54 

【 報】ペ    5～  6  【 報】ペ  148～149 

4 5- ： 基本給 報酬総額 男女比 該当   （ 男女 よ 差     ）／情報 入手困難（職 構

  特殊 ） 



 

 D&I 方針・   【後報】ペ  67～79   【 補】ペ  29～30 45～54 

【 報】ペ  1  ～11  179～184 

【 報】ペ  73～76 

ア セシビリティ 【後報】ペ  67～79    【 補】ペ  45～54 

【 報】ペ  111～115   【 報】ペ  76～80 

多   材 確  【後報】ペ  67～79    【 補】ペ  45～54 

【 報】ペ  1  ～11    【 報】ペ  73～76 

文化的課題へ    宗教的   【後報】ペ  67～79    【 補】ペ  45～54 

【 報】ペ  1  ～11    【 報】ペ  75 

チケッ 販売戦略 【 報】ペ  114 181～18  

【 報】ペ  79 1 4～1 5 

  ／非差 ／報道・表現 自由／労働者  利／ レ   苦情    プ  ティス 

GRI 1 3：  

マ  メ  手法 

  16  

1 3-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 67～79 

【 報】ペ   8～3  97～1   14 ～155 

【 報】ペ  30～33 69～84 97～107 
1 3- ： マ  メ  手法 そ  素 

1 3-3： マ  メ  手法 評価 

GRI 4 6：  

非差    16  

4 6-1： 差  例 実   救済措置 【後報】ペ  134    【 補】ペ  69 

【 報】ペ    6 

【 報】該当   （報告され  案    ） 

 報道・表現 自由 尊重 【後報】ペ  67～79     【 補】- 

【 報】ペ  115      【 報】ペ  81 

労働者  利 確  【後報】ペ  67～79    【 補】ペ  53～54 

【 報】ペ  115～117   【 報】ペ  81 

 レ   苦情    プ  ティス 【後報】ペ  67～79 100～104 

【 補】ペ  53～54 60～62 

【 報】ペ  1   14 ～155 

【 報】ペ  84 97～107 

児童労働 

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

103-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 92～104 

【 報】ペ  28～32 97～120 142～155 

【 報】ペ  30～33 69～84 97～107 
103-2： マ  メ  手法 そ  素 

103-3： マ  メ  手法 評価 

GRI 408：  

児童労働 2016  

408-1： 児童労働 例 関  著  リス  あ 

 業所及び プ  ヤ  

【後報】ペ  92～104   【 補】ペ  60～64 

【 報】ペ  142～155  【 報】ペ  97～107 

強制労働 

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

103-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 92～104 

【 報】ペ  28～32 97～120 142～155 

【 報】ペ  30～33 69～84 97～107 
103-2： マ  メ  手法 そ  素 

103-3： マ  メ  手法 評価 

GRI 409：  

強制労働 2016  

409-1： 強制労働 例 関  著  リス  あ 

 業所及び プ  ヤ  

【後報】ペ  92～104   【 補】ペ  60～64 

【 報】ペ  142～155  【 報】ペ  97～107 

 安慣行 

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

103-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 67～79 

【 報】ペ  28～32 97～120 

【 報】ペ  30 ～ 33 69 ～ 84 
103-2： マ  メ  手法 そ  素 

103-3： マ  メ  手法 評価 

GRI 410：  

 安慣行 2016  

410-1：   方針 手順 つ  研修 受   安

   

【後報】ペ  71～73 76 

【 補】ペ  45～53 

交通及び流通 

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

103-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 29～30 

【 報】ペ  18～21 34～58 178 180 

【 報】ペ  22 35～48 123 
103-2： マ  メ  手法 そ  素 

103-3： マ  メ  手法 評価 

 交通及び流通 【後報】ペ  29～30 

【 補】ペ  35～36 

【 報】ペ  34～58 178 180 

【 報】ペ  35～48 123 



 

消費者プ  ティス／製造責任／安  飲食料品 

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

103-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明     2020   開催基本    

103-2： マ  メ  手法 そ  素  

103-3： マ  メ  手法 評価 

 消費者プ  ティス https://tokyo    .jp/ja/ 

製造責任 https://tokyo    .jp/ja/ 

安  飲食料品 【 報】ペ  183､ https://tokyo    .jp/ja/ 

コミュニケ ショ ／参加・協働 

GRI 103：  

マ  メ  手法 

2016  

103-1： マテリア  項目 そ 該当範囲 説明 【後報】ペ  16～19 80～91 

【 報】ペ  28～32 121～141 

【 報】ペ  30～33 85～96 
103-2： マ  メ  手法 そ  素 

103-3： マ  メ  手法 評価 

 コミュニケ ショ  

参加・協働 

【後報】ペ  80～91 

【 補】ペ  55～64 

【 報】ペ  121～141 

【 報】ペ  85 ～ 96 

 

 

  

https://tokyo2020.jp/ja/
https://tokyo2020.jp/ja/
https://tokyo2020.jp/ja/


 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

English Abbreviation Japanese

1 Accommodation ACM 宿泊

2 Accreditation ACR アクレディテーション

3 Arrivals & Departures AND 出入国

4 Brand Protection BRP ブランド保護

5 Brand, Identity & Look of the Games BIL 大会のブランド・アイデンティティ・ルック

6 Broadcast Services BRS 放送サービス

7 Business Development BUS ビジネス開発

8 Ceremonies CER セレモニー

9 City Activities & Live Sites LIV 都市活動・ライブサイト

10 City Operations CTY 都市運営調整

11 Cleaning & Waste CNW 清掃・廃棄物

12 Communications (including Digital Media and Publications) COM コミュニケーション（デジタルメディア・出版物含む）

13 Communications, Coordination & Command/Control CCC コミュニケーション・コーディネーション・コマンド／コントロール

14 Culture CUL 文化

15 Doping Control DOP ドーピングコントロール

16 Education EDU 教育

17 Energy NRG エネルギー

18 Event Services EVS イベントサービス

19 Finance FIN 財政

20 Food & Beverage FNB 飲食

21 Government Relations GOV 国・自治体調整

22 IF Services (included under Sport) INS IFサービス（競技に含まれる）

23 Information & Knowledge Management IKM 情報・知識マネジメント

24 Language Services LAN 言語サービス

25 Legacy LGY レガシー

26 Legal LGL 法務

27 Licensing LIC ライセンシング

28 Logistics LOG ロジスティクス

29 Marketing Partner Services MPS マーケティングパートナーサービス

30 Medical Services MED メディカルサービス

31 NOC & NPC Services NCS NOC・NPCサービス

32
Olympic & Paralympic Family Services
(including Dignitary Programme and Protocol)

OFS,PFS,

DIP,PRT

オリンピック・パラリンピックファミリーサービス

（要人へのプログラム・プロトコール含む）

33 Operational Readiness OPR 運営実践準備管理

34 Paralympic Games Integration PGI パラリンピックインテグレーション

35 People Management PEM 人材管理

36 Planning & Coordination PNC 計画・調整

37 Press Operations PRS プレスオペレーション

38 Procurement (including Rate Card) PRC,RTC 調達（レートカード含む）

39 Risk Management RSK リスクマネジメント

40 Security SEC セキュリティ

41 Signage SIG 標識・サイン

42 Spectator Experience SPX 観客の経験

43 Sport SPT 競技

44 Sustainability SUS 持続可能性

45 Technology TEC テクノロジー

46 Test Events Management TEM テストイベントマネジメント

47 Ticketing TKT チケッティング

48 Torch Relay OTR 聖火リレー

49 Transport TRA 輸送

50 Venue Management VEM 会場マネジメント

51
Venues & Infrastructure
(including Venue Development and General Infrastructure)

VNI 会場・インフラ（会場設営・一般的なインフラ含む）

52 Villages Management VIL 選手村マネジメント

Functional Area（FA）List



 

 

 

 

 

 



 



 



 



 



 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

         

  開催時（オリ  ッ ）： 

約 7,     

  終了後（   1 年 1 月）： 

約 1,15   

    年 4 月～解散： 

約  3  （予 ） 

 立時（  14 年  月）： 

44   

（点線： 

  延期    ） 

（ ） 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

  



 

 



 

【有明体操   】 

部材 区  数量（m3）  考 

 梁【集 材】 調達基     認証 1,67  国産材 

外装【製材】 調達基     認証 43  国産材 

観覧席【集 材】 調達基     確認 1   国産材 

段床【合板】 調達基     認証 33  国産材 

段床【製材】 調達基     認証 7  輸入材（ロシア カナダ） 

    ,6    

 

【選手村 ビレッ プ ザ】 

部材 区  数量（m3）  考 

柱・梁・床材等【製材 合板 集

 材 直交集 板】 

調達基     認証 95  国産材（ 国 自治体よ 借 受 ） 

調達基     確認  5  

柱・梁等【製材】 調達基     認証 7  国産材 

   1, 7   

 

【選手村 居住棟】 

部材 区  数量（m3）  考 

内装下地【合板等】 調達基     認証 1   国産材 輸入材（中国 マレ シア） 

調達基     確認 6  国産材 

床材【合板】 調達基     認証  7  国産材 

調達基     確認  7  国産材 

   7    

  



 

 

（m3）

（m3）

（m3）

（m3）
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   延期決   意見 つ             報告書  参照 



 



 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


